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７ 下の図のＡは正しい時刻を示す時計であり，Ｂは一定の割合でおくれてしまう時計

です。ある日の正午にＢの時計を合わせました。その後，図①のようにＡがその日の

午後 3 時 9 分を示したとき，Ｂは午後 3 時ちょうどを示していました。また，図②の

ようにＡがその日の午後 5 時 15 分を示したとき，Ｂは午後 5 時ちょうどを示してい

ました。次の問いに答えなさい。

(1) 図③のように，Ｂはその日の午後 6 時から午後 7 時までの間で，アの角とイの角

の大きさが等しくなりました。このとき，Ｂが示している時刻は 6 時何分ですか。

(2) (1)のときに，Ａが示している時刻は午後 6 時何分ですか。
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(1)

時計Ａで考えると，6 時ちょうどから右図の

状態になるまで，短針と長針の進んだ角度の

和は 180 度。よって，6 時の

180 ÷(6 ＋ 0.5)＝ 180 ÷ 6.5

＝ 180 × 分後なので，

午後 6 時 分 です。

(2) 正しい時計Ａが，正午から午後 3 時 9 分までのの 60 × 3 ＋ 9 ＝ 189 分間に，

時計Ｂは，午後 3 時まで 60 × 3 ＝ 180 分進むので，ＡとＢの時間の進む速さの比

は 189：180 ＝ 21：20。
Ｂの時計は正午から(1)の時刻まで

60 × 6 ＋ ＝ 360 ＋ ＝ 分なので，

正しい時計Ａでは， 分＝ 6 時間 分。

よって，(1)のときに，Ａが示している時刻は午後 6 時 分 です。
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